












こった「津久井やまゆり園殺傷事件 1」にある。本事件は、同年 7 月 26 日の午前 2 時頃、県立の指定
管理施設である障害者支援施設「津久井やまゆり園」に、刃物を持った加害男性（当時 26 歳）が侵
入した事件である。入所者 43 名、職員 3 名が被害にあった。結果、19 名（男性 9 名、女性 10 名）
が死亡、27 名（男性 22 名、女性 5 名）が負傷した事件である。























再考させる “ 普遍性 ” の意味を持つとも捉えられる。
私たち調査グループは、この事件を後者の立場で捉える。それ故に、本事件から引き出される問


























3　 本事件を受け、神奈川県では 2016 年 11 月に津久井やまゆり園事件検証委員会の「津久井やまゆり園事








1 家族目の尾野夫妻に対する聞き取りは、2017 年 11 月 4 日の 14：00−15：30 の間、首都大学東
京南大沢キャンパスにて実施した。
































































サルは居るわ、イノシシは居るわ、（略）バスも 1 時間に 1 本あるかないか、相模湖駅から、橋本駅
まで直通で行かないんですよね。津久井湖の手前のバスのステーション（略）から乗り換えていか
なくちゃいけないんで、非常に不便なところ」という。
津久井やまゆり園は 1964 年に開設されている。1970 年前後に、国公立でコロニーと呼ばれた大規
模入所施設が続々と設立された。コロニーとは、「障害の重い人が長期間居住し、そこで社会生活を
4　「獄中の植松聖被告から届いた手紙」創 9 月号 2017 年 31 頁



















20 人で、職員は 3 人くらいですね、極端に言えば、見ているだけですよね。できないですもん、だっ
てひとりの人に関わっていられない。なんとか見てる、悪く言えば監視員ですよ。職員の方は、い

















6　 荒芝康夫「大阪府障害者福祉事業団・金剛コロニーの施設改革と課題」障害者問題研究第 32 巻第 1 号
2002 年 30 頁














には、160 人の利用者数に対して、職員数は全体で 165 名であり、常勤は 115 名、臨時任用は 11 名、
非常勤は 39 名である 8。また、利用者のケアに当たる生活課の働き方は、利用者定員 20 名に対し、支





















8　 社会福祉法人かながわ共同会「津久井やまゆり園の概要について」2017 年 12 月 11 日（筆者ら訪問時の
説明資料、日本社会保障法学会第 73 回大会ミニシンポジウム「障害のある人の人権と家族・にない手の
人権―津久井やまゆり園殺傷事件を契機に―資料集」86 ～ 87 頁）























津久井やまゆり園資料によれば、2017 年 4 月 1 日時点での障害支援区分別人数と割合は、合計
101 人（100％）のうち、もっとも障害が重い障害支援区分 6 が 85 人（84.2％）である。また同年同














10　松尾悦行「津久井やまゆり園再考」ふくしの広場 591 号 2019 年 32 頁
11　 社会福祉法人かながわ共同会「津久井やまゆり園の概要について」2017 年 12 月 11 日（筆者ら訪問時の
説明資料、日本社会保障法学会第 73 回大会ミニシンポジウム「障害のある人の人権と家族・にない手














息子の一矢さん（事件当時 43 歳）は県内児童施設を退所後、1996 年から事件当時まで約 20 年間
津久井やまゆり園に入所していた。事件で重傷を負い 44 日間入院した。現在は芹が谷園舎で生活し
ている。父である尾野剛志さんは、2016 年 3 月まで 17 年間、やまゆり園の家族会であるみどり会の
会長をつとめた。
平野泰史さん
息子の和己さん（事件当時 26 歳）は、10 歳から 14 年間、県内障害児施設で生活した後、2014 年
から事件当時まで約 2 年間津久井やまゆり園に入所していた。幸い事件の被害を免れた。2018 年 5
月から地域生活をしている。泰史さんは、みどり会の役員をつとめていた。























尾野さん：何年もずっと一緒に暮らしたり、支援していけばね、5 年も 10 年も知っていけば、理解は











尾野さん：それと、今、芹が谷に居る人たちは、130 人、または 120 人は、県立施設でずっと、入所し
てきた人達です。一番長い人で 45 年、施設に居るわけですよ。もう 70 歳近いんですよ、今いる人達
の中で。一度もよそ行ってないんですよ。行ったことない。そういう人たちの、お母さん・お父さん
はね、80 代 90 代ですよ、皆さん。その人たちに、どうやって、このことを説明して、理解してもらう





認できるような子どもたちは、出来るかもしんないけど、何年もかかるんですよ。こんな 3 ヶ月 5 ヶ
月で意思確認できますか。2 年で意思確認しますって言ってるけど、実際に出来るような子ども達、誰
12　 津久井やまゆり園利用者の平均年齢は 49 歳 2 ヶ月、平均在所年数 15 年 2 月である。（社会福祉法人か



































14　竹中康之「支援費の支給決定をめぐる法的課題」同志社法学 54 巻 3 号 2002 年。





































16　 鈴木良「知的障害者入所施設 A・B の地域移行に関する親族の態度についての一考察」社会福祉学 47
















　実際 20 人で、職員は 3 人くらいですね、極端にいえば、見てるだけですよね、出来ないですもん、だっ
てひとりの人に関わっていられない。なんとか見てる、悪く言えば監視員ですよ。職員の方は、いろ






















































のそれ（1.5％）の約 11 倍、精神障害者の入院患者率（8.1％）の約 2 倍 21 と極めて高い。また、地域
移行は進んでおらず、志賀（2017）によれば、施設退所理由として「死亡」が「地域移行」を上回
るという 22。
19　大阪障害者センター「知的障害者の暮らし実態調査報告」2010 年 17 頁。
20　麦倉泰子「知的障害者家族のアイデンティティ形成についての考察」社会福祉学 45 巻 1 号 2004 年。
21　内閣府『平成 29 年版障害者白書』217 頁。
22　 志賀利一「全国の障害者支援施設における地域生活移行の現状を考察する」のぞみの園ニュースレター
53 号 2017 年。
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かながわ共同会の資料によると津久井やまゆり園における地域移行者数は、2009 年から 2016 年の












































































































24　 2019 年 1 月 27 日津久井やまゆり園事件を考え続ける会・対話集会における発言。映画「道草」（監督・撮影・
編集：宍戸大裕）参照。
25　矢嶋里絵「知的障がい者の自立・自己決定・地域生活」日本社会保障法学会編『社会保障法』34 号 2018 年。







































































成 8 年に津久井やまゆり園に 160 名の施設に
なった。その時に、初めて、七沢第一学園の、






































































































































































































































































































































































































































































































































































































支援していけばね、5 年も 10 年も知っていけ
ば、理解は出来るかもしれない。でも、たった




































































































































































































































































































































































































































































すけれども、午前中 1 時間、午後 1 時間。何
故かっていうと、ユニット 20 名ずつ―6 ユニッ
トあるんですけども、そのユニットを 3 つに
分けて、3 交代で行かせるんだそうです。午前








ね。（2018 年 4 月からは月～金で、全員、午







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































れから、3 年 4 年たてば、もう、かなり変わる
んじゃないかと思うんですよね。ただ、なんに
もしなければ、なんにも変わらないんですけど
ね。
―そうですね。そのためにも平野さんにご発言
していただいていますし、私たちも私たちなり
に発言していく必要があるということですね。
平野さん：そうそう。県が腰砕けになるんじゃ
ないかっていうのは、周りが音沙汰無ければそ
うなっちゃいますよ。だからあらゆる立場の人
が、あらゆるところでそういう発言して、押上
げていってもらわないと。人は一人じゃ何にも
できないですからですからね、何にも変わらな
いですから。それはもうどんな形でもいいから、
そういう事は進めていって欲しいですよね。そ
れで少しずつ周りの意識も変わってくるだろう
と思います。
―最後によいですか。やまゆり園が第三者評価
を平成 22 年に受けていて、その中に「利用者
自治会も活動している」っていう記述がありま
すが、利用者自治会の実態はどうなっています
か？
平野さん：あぁ、ありますよ。あの、ピザの会っ
ていうのがありますけど、何をやっているのか
ほとんど知りません。（略）
―息子さんご自身も利用者自治会活動には参加
しているはず？。
平野さん：ピザは食べてるかもしれないですね。
なんだかよくわかんないです。今までも、利用
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者の意思確認をしっかりやって、物事を進めて
ますとかって、どこでも言いますよ。言います
けど、できてはいないんです。できないんです
よ、だって人はいないですし、やり方も分から
ないし、そんなことやってる暇もないし。
　一応、個別支援計画ていうの、ちょこちょこっ
とやりますけど、それだって、説明が 1 時間
くらいですよ。ちょこっと話をして、こうです
か、ぐらいですから。第三者評価にしても、息
子が一時移っていた園なんかも優ですよ、最優
秀みたいな。びっくりしちゃいます。議員視察
なんかだって、素晴らしいっていう報告しかな
いですからね。
　外から見ただけでは、わからないんです。実
際に体験してみないと。だからね、新聞記者だっ
て、全然何にも知りませんよ。あなた方一回 3
か月くらい入ってみたらって言ってんですけど
ね。園に話を聞いたとしても、悪いことなんて
一切言わないですもの。言うわけないじゃない
ですか。というより、素晴らしいことをやって
ると、自ら思い込んでいるんですよ。確かに悪
い人はいないんです。福祉をやってる人、みん
な悪意は一切ないんです。みんな善意でやって
るんです。
―それは難儀ですねぇ。
平野さん：だから手に負えない。悪意あるもの
はね、どうにでも糾弾できますけどね。善意で
やってることに対しては本当に手が付けられな
い。
―今日の平野さんのお話で、事件はきっかけ
だったけれども、もっと構造的で、やまゆり園
のだけの問題じゃないことがクリアになりまし
た。福祉が善意で運営されているがそれに伴う
仕組みが作られてない。ご家族の立場からから
は、そのしわ寄せがご家族は言っているが、そ
れが解っていても言えないっていうのがまた、
事態が深刻なことですね。　　　　　
＊聞き取り調査実施については、首都大学東京
研究安全倫理委員会の承認を得ている。
また、本内容を本誌に掲載することについては、
事前に平野氏による内容確認・承諾を得ている。
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